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視聴覚教育　2011.5�

■「平成23年度教育映像祭優秀映像教材選奨」
募集開始
　日本視聴覚教育協会主催による標記選奨は「教
育に利用される映像教材の制作と利用の向上進展
を図る」ことを目的に開催される。今年度は、メ
ディア別による構成を改め、小学校（幼稚園含）、
中学校、高等学校部門においては、教育映像（映
画・ビデオ・DVD）及び教育映像コンテンツ（コ
ンピュータソフトウェア）の別により審査を行う。
社会教育部門、職能教育部門、児童劇・動画部門、
教養部門は、教育映像のみとする。詳細について
は、下記アドレスより、要領をダウンロードの上、
確認のこと。

〈部門〉
１．小学校（幼稚園含）部門

【教育映像】・【教育映像コンテンツ】
２．中学校部門

【教育映像】・【教育映像コンテンツ】
３．高等学校部門

【教育映像】・【教育映像コンテンツ】

４．社会教育部門
【教育映像】（家庭生活向・市民生活向）
５．職能教育部門

【教育映像】
６．児童劇・動画部門

【教育映像】
７．教養部門

【教育映像】
※１社の参加本数は、【教育映像】は制限なし。【教
育映像コンテンツ】はそれぞれ３本以内。

〈参加資格（各部門共通）〉　平成22年６月１日〜
平成23年５月31日までに完成し、一般に市販さ
れるもの。

〈表彰（各部門共通）〉　○最優秀作品賞（文部科
学大臣賞、日本視聴覚教育協会会長賞）○優秀作
品賞（日本視聴覚教育協会会長賞）

〈締め切り・問い合わせ先〉　平成23年６月１日
（水）までに、下記アドレスより、出品申込書を
ダウンロードの上、申し込むこと。
〒105-0001東京都港区虎ノ門1-19-5虎ノ門１丁
目森ビル　（財）日本視聴覚教育協会
TEL 03-3591-2186　FAX 03-3597-0564
http://www.javea.or.jp/festival/index.html

協会情報

■文部科学省「東日本大震災　子どもの学び支援ポータルサイト」
開設
　�　文部科学省では、東日本大震災による被災地への円滑な支援
をめざして、標記サイトを平成23年４月１日より開設した。
本サイトでは、支援がほしい団体（被災地の都道府県・市町村
教育委員会、私立学校等）と支援したい団体（教育委員会、大学、
企業等）を結んでいる。関連記事11頁を参照のこと。

　http://manabishien.mext.go.jp/
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有明3-1）、大阪マーチャンダイズ・マート（大阪
市中央区大手前1-7-31）※東京会場の映像と音
声を繋ぎ、その模様を札幌・福岡の両会場で上映
する。札幌会場（ユビキタス協創広場U-cala・札
幌市中央区大通東3-1）、福岡会場（（株）内田洋行
九州支店・福岡市中央区大名2-9-27赤坂センタ
ービル）

〈対象〉　学校、教育関係者。入場無料。
〈内容〉　教育業界における最新のトレンドと教育
現場の活用事例をテーマの中心とした講演、実践
事例発表、展示会など。詳細は、下記を参照のこと。
http://edu-expo.org/

〈問い合わせ先〉　New Education Expo実行委員
会事務局　（株）内田洋行　教育総合研究所内
TEL 03-5634-6397　Mail expo@uchida.co.jp

■ 平成23年度ＮＨＫ放送技術研究所公開
　ＮＨＫ放送技術研究所は「あなたに伝えたい、
デジタル放送の未来　技研公開2011」をテーマに、
今年も研究所を公開する。

〈日時〉　平成23年５月26日（木）〜29日（日）
10：00〜18：00（29日は17：00終了。終了30分
前までに入場）

〈会場〉　東京都世田谷区砧1-10-11
〈内容〉　講演・研究発表、ポスター展示など。詳
細は、下記を参照のこと。
http://www.nhk.or.jp/strl/

〈問い合わせ先〉　ＮＨＫ放送技術研究所
TEL 03-5494-1125
■ New Education Expo 2011
　New Education Expo 2011実行委員会主催に
より、標記セミナーが開催される。

〈日時〉　平成23年６月２日（木）〜４日（土）（東
京会場）、６月15日（水）・16日（木）（大阪会場）
※時間は各日による。

〈会場〉　東京ファッションタウン（東京都江東区

AV情報

ICT活用教育支援ソフトウェア
「SKYMENU Pro Ver.13」
平成23年７月販売開始予定

▲

トピックス

示部分を画像として保存できるなど、使いやすさ
を追求した。その他、写真や映像、先生方が作成
されたプリントなどの教材ファイルを教科書の単
元ごとに整理共有可能な『教材ライブラリ』や、
コンピュータ上のワークスペース（もぞうし）に、
複数の学習機から同時に文字や図形を書き込める

『グループワーク』の機能もそなえている。
　動作環境等詳細は、下記〈学校とICT　Webサ
イト〉を参照のこと。
http://www.sky-school-ict.net/

〈価格〉　オープン価格
〈問い合わせ〉　Sky（株）東京支社広報部
TEL 03-5796-2752

　Sky（株）では、新学習指導要領に対応した授
業支援となるべく、「SKYMENU Pro Ver.13」（写
真）を、平成23年７月に販売を開始する。
　本ソフトウェアの主な特長は、①情報モラル教
育支援、②授業でのICT活用促進、となっている。
　①情報モラル教育支援では、『情報モラルメッ
セージ』として、子どもたちが、ルールに従い責
任や自覚を持ってコンピュータを利用できるよう、
操作に合わせたメッセージ表示をする。繰り返し
メッセージ表示をすることで、ルールやマナーを
自然と意識づけられるようになっている。同様に
コンピュータ上の『仮想携帯』で、子どもたちに、
メールの送受信やインターネットサイトの閲覧を
擬似的に体験させ、実体験に近い状況で情報モラ
ル指導を行う。
　②授業でのICT活用促進では、『教員機活用支
援（ツールバー）』として、教材提示を支援する。
提示画面の一部を手早く拡大表示することや、表

「SKYMENUランチャー」
※画像は平成23年４月13日現在

研究会情報

■ 第40回（平成23年度）教育工学研究セミナー・
全国大会
　東京教育工学研究会では、「『ネット社会の子ど
も』に情報をどう教えるか」をテーマに標記大会
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を開催する。
〈日時〉　平成23年５月14日（土）
〈会場〉　教弘会館ホテルグリーンパーク（東京都
渋谷区千駄ヶ谷5-4-6）

〈内容〉　情報をどう教え、ネット社会に生きる知
恵をどう身につけさせるかについてのシンポジウム

〈問い合わせ先〉　東京教育工学研究会事務局
Mail h_naka@seisa.ac.jp
■ 平成23年度「情報教育対応教員研修全国セミ
ナー」京都・群馬県藤岡市の２会場で開催
　（社）日本教育工学振興会主催により、標記セミ
ナーが開催される。
○京都会場「伝える活動ワークショップ」　

〈日時〉　平成23年５月21日（土）12：45〜17：15
（12：00受付開始）
〈会場〉　京都テルサ（京都市南区東九条下殿田町70）
〈内容〉　基調講演、ワークショップ、総括パネル
等。参加費は無料だが、事前申し込みが必要。５
月16日（月）18：00締切。下記へ、アクセスの
こと。
http://www.suzukisoft.co.jp/seminar/2011/
tsutaeru/kyoto.htm
○群馬県藤岡市会場「フラッシュ型教材活用セミナー」

〈日時〉　平成23年５月28日（土）13：00〜16：30
〈会場〉　藤岡市総合学習センター（群馬県藤岡市
藤岡1485）

〈内容〉　フラッシュ型教材を活用した模擬授業、
フラッシュ型教材作成・活用体験演習、パネルデ
ィスカッション、総括講演等。参加費は無料だが、
事前申し込みが必要。下記へ、アクセスのこと。
http://eteachers.jp/seminar/

〈問い合わせ先〉　（社）日本教育工学振興会
TEL 03-5575-5365 

■３月選定　紙紙しばい／ビビデオ／D DVD
「おはようあそび」紙８枚〈幼稚園／幼児・少年、
教養〉（株）童心社

「はじめまして」紙 12枚〈小学校（低学年）／少年、
教養〉（株）童心社

文部科学省選定作品

（金）19：25〜19：55 ／ＮＨＫ教育　全国
（土） 9：30〜10：00 ／再放送　ＮＨＫ教育　中部
７県

（土）12：30〜13：00 ／再放送　ＮＨＫ教育　全国
（除く中部７県）

中学生日記

放送番組

■６日 アンコール「修学旅“校”」
■13日　もう中学生なんだから…
■20日　マスクマン参上─関わるのが怖い…─
■27日　アンコール「14歳、夏。」
○大型連休特集○
■５日 13：05〜14：20
  誰もが中学生だった─中学生日記50

年クロニクル─

※都合により番組内容が変更となる場合があり
ます。

■「映文連アワード2011」JAAP INTERNATIONAL  
SHORT FILM FESTIVAL
　映文連アワード2011実行委員会（（公社）映像
文化製作者連盟他）では、短編映像業界の活性化
を図るとともに、次世代を担う新しい才能を発掘
することを目的に、作品を募集している。

〈募集期間〉　平成23年４月１日（金）〜５月31
日（火）（消印有効）

〈応募資格〉　一般
〈応募要件〉　平成22年４月１日から平成23年３

コンクール情報

月31日までに完成した作品。作品上映時間は原
則として60分以内。メディア・手法は、映画・
ビデオ、テレビ番組、アニメーション、CG、イ
ンタラクティブWeb動画、展示映像、モバイル。

〈募集部門〉　○コーポレート・コミュニケーショ
ン部門○ソーシャル・コミュニケーション部門○
パーソナル・コミュニケーション部門

〈参加料〉　１作品につき10,000円。学生・個人は、
5,000円。応募の詳細は、下記を参照のこと。
http://www.eibunren.or.jp/top/eibunren-award 
2011.html

〈賞〉　最優秀作品賞（グランプリ）１、文部科学
大臣賞１、経済産業大臣賞１、優秀作品賞（準グ
ランプリ）３他。

〈発表〉　平成23年９月下旬。映文連HP上にて発表。
〈問い合わせ〉　（公社）映像文化製作者連盟
TEL 03-3279-0236


